
企業・経営のしくみ
Corporate System32402 小野功一郎 2 選択 1・2後期

科目の概要
本講義では、現代企業がどのように組織され、運営されているかという経営の基本的な仕組みを体系的に学びます。企業の定義から始まり、ステークホルダーとの関
係、経営戦略、組織論、リーダーシップ、そして財務諸表の読み方まで、経営学の主要領域を網羅します。理論の学習にとどまらず、トヨタ自動車やスギ薬局などの身
近な企業事例、会社経営疑似体験ゲーム（シミュレーション）、ダイエーのケーススタディなどを通じて、生きた経営知識と実践的なビジネス視点を養うことを目的と
します。なお、本科目は「ビジネス実務士」などの資格取得にも対応しています。 ディプロマシーの②③また、授業内ではNotebookLM等の生成AIツールを積極的に活用
し、自ら課題を解決する能力を養います。これにより、ディプロマ・ポリシーの⑤に相当するAI活用力を身につけます。

学修内容 到達目標
① 企業の定義と役割: 経済社会における企業の目的と機能、および株式会社の仕組みについて学ぶ。
② ステークホルダーと企業の関係: 顧客、従業員、株主、地域社会など、企業を取り巻く利害関係者との関わりを
理解する。
③ 日本的経営と働き方の変化: 終身雇用や年功序列といった日本的経営の特徴と、成果主義への移行など現代の働
き方を学ぶ。
④ コーポレート・ガバナンス: 企業の不正を防ぎ、健全な経営を行うための企業統治の仕組みと重要性を学ぶ。
⑤ 経営戦略と競争優位性: SWOT分析やPPMなどのフレームワークを用い、企業が市場で勝ち抜くための戦略立案手法
を学ぶ。
⑥ 科学的管理法と業務効率化: テイラーの科学的管理法から現代の生産方式に至るまで、業務効率化の歴史と理論
を学ぶ。
⑦ 組織行動とモチベーション: 従業員のやる気を引き出す動機づけ理論と、組織の活性化手法について学ぶ。
⑧ リーダーシップと組織運営: 管理（マネジメント）とリーダーシップの違いを理解し、状況に応じたリーダー行
動を学ぶ。
⑨ 企業の社会的責任と財務: CSR、ESG、SDGsへの取り組みと、決算書（B/S、P/L）の基本的な読み方を学ぶ。
⑩ 経営シミュレーションと事例研究: 模擬経営ゲームと実在企業の興亡（ダイエー等）のケーススタディを通じ、
経営判断の難しさを体験する。

① 企業の社会的役割と、ヒト・モノ・カネ・情報といった経営資源の重要性を説明できる。　ディプロマ・ポリシーの②③
② 主要なステークホルダーを特定し、それぞれに対する企業の責任と価値提供について説明できる。　ディプロマ・ポリシーの
②③
③ 日本的雇用慣行のメリット・デメリットを理解し、自身のキャリア形成における働き方を考察できる。　ディプロマ・ポリ
シーの②③
④ コーポレート・ガバナンスが機能しない場合のリスクと、企業価値向上のためのガバナンスの役割を説明できる。　ディプロ
マ・ポリシーの②③
⑤ SWOT分析やファイブフォース分析を用いて、企業の外部環境と内部環境を論理的に分析できる。　ディプロマ・ポリシーの③
④
⑥ 業務のマニュアル化や標準化の意義を理解し、効率的な仕事の進め方を提案できる。　ディプロマ・ポリシーの③④
⑦ マズローの欲求階層説などを活用し、従業員のモチベーションを高める要因を説明できる。　ディプロマ・ポリシーの③④
⑧ リーダーシップの諸理論を理解し、組織の目標達成に向けたリーダーの役割を説明できる。　ディプロマ・ポリシーの③④
⑨ 貸借対照表と損益計算書の構造を理解し、売上、費用、利益の関係式を用いて企業の経営状態を把握できる。　ディプロマ・
ポリシーの②③
⑩ 変化する市場環境において、企業が持続的に成長するために必要な経営判断や変革の重要性を考察できる。　ディプロマ・ポ
リシーの③④

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 シラバスを使って、次回の授業内容を確認する。課題は必ず実行し提出する（欠席した場
合は欠席課題とするので後日提出する）。

働きかけ力

実行力

企業活動に関する事例やニュースを自ら調べ、授業内でのディスカッションに積極的に参加することがで
きる。また、グループワークでは他の学生と協力しながら、課題解決に向けて建設的な提案ができる。

課題レポートは期限内に提出することができる。

考え抜
く力

課題発見力 課題レポートのテーマを自分なりに考え、選ぶことができる。

計画力

創造力

企業分析やケーススタディに取り組む際に、情報収集から分析、発表までの作業工程を計
画的に進め、期限内に質の高い成果物を作成することができる。

課題レポートに自分なりの意見を考え、書くことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教員からの発問に自分の意見を述べ、伝えることができる。

教員はどのようなことを言っているのか考えながら聴き、大事なことはメモを取りながら聴く
ことができる。他の学生の発言に耳を傾け、自分の意見との違いを考えることができる。

グループディスカッションやケーススタディにおいて、多様な意見や考え方を尊重し、自
分の考えを柔軟に修正しながら、より良い解決策を導き出すことができる。

グループワークや授業内の議論において、全体の進行状況や他のメンバーの理解度を把握
し、適切なタイミングで発言や質問をすることができる。

遅刻・無断欠席など学習意欲欠如きたす行動をせず、授業が円滑に進むようルールを守る
ことができる。

課題提出や発表などのプレッシャーがある状況でも、冷静さを保ち、効果的に対処することができる。また、グ
ループワークでの意見の相違などによるストレスを適切に管理し、建設的な関係を維持することができる。

テキスト及び参考文献
テキスト：授業内配布（NotebookLMの活用をします）本講義では指定の市販テキストは使用せず、毎回の授業で配布する資料（レジュメ、スライド、各種データ等）を
テキストとして使用します。その際、配布資料を単に読むだけでなく、生成AIツールである『NotebookLM』に読み込ませて活用します。配布された複数の資料やデータ
をAIに統合的に分析させることで、難解な用語の理解から、情報に基づくインサイト（洞察）の抽出、根拠（エビデンス）に基づいた論理的な課題解決や企画立案ま
で、AIと協働しながら実践的な学習を進めます。

参考文献：菊池敏夫・櫻井克彦・田尾雅夫・城田吉孝『現代の経営学』（税務経理協会、2018年）、2,970円（税込）

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：ビジネス・スタディユニットの各科目
資格との関連：ビジネス実務士、ウェブデザイン実務士

学修上の助言 受講生とのルール

①講義形式を中心とするが、受講生の参加（授業中の発言、課題へ
の記入）を求め、評価に反映する。
②授業で学んだことを基に、自分の周り（テレビ・インターネッ
ト・新聞等含む）にある経済の動きを観察し、自分なりに考えてみ
るようにする。

①授業を3回以上欠席した場合は、担当教員と連絡を取った上で
補習・助言を受ける。
②授業の進展具合等によりシラバスを変更する場合があります。
③パソコン必携【重要】
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S（秀）：自分自身で企業経営の簡単なプランニングを行
うことができる。

A（優）：自分自身で企業経営の事例を調査・分析するこ
とができる。

B（良）：授業で紹介した企業経営の事例を説明すること
ができる。

C（可）：毎回の講義のC（可）の達成基準の設問を説明す
ることができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

小テスト

① ✓ ⑥

90

各授業にて課題レポートを提出する。
尚、AIからの単なる切り貼りで自分の意見が見えてこないものは減
点となる。
（実行力、課題発見力、創造力）

② ✓ ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

レポート

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥

10

（主体性）シラバスを使って、次回の授業内容を確認する。課題は必ず実行し提出する（欠席し
た場合は欠席課題として後日提出）。
（実行力）課題は期限内に提出することができる。
（課題発見力）課題のテーマを自分なりに考え、選ぶことができる。
（創造力）課題に自分なりの意見を考え、書くことができる。
（発信力）教員からの発問に自分の意見を述べ、伝えることができる。授業の毎回の課題に自分
の学べたことや意見をまとめることができる。
（傾聴力）教員はどのようなことを言っているのか考えながら聴き、大事なことはメモを取りな
がら聴くことができる。他の学生の発言に耳を傾け、自分の意見との違いを考えることができ
る。
（規律性）遅刻・無断欠席など学習意欲欠如きたす行動をせず、授業が円滑に進むようルールを
守ることができる。欠席した場合は欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

② ✓ ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

社会人基礎力
（学修態度）



B（良）：授業で紹介した企業経営の事例を説明すること
ができる。

C（可）：毎回の講義のC（可）の達成基準の設問を説明す
ることができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

企業とは何か？

現代企業の定義と役
割、および企業の分類
について学ぶ。スギ薬
局等の事例を通じ、企
業が社会に提供する価
値について考察する。

講義・演習
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

企業の基本的な定義
と、社会における役割
（価値創造）について
自分の言葉で説明でき
る。

予習：身の回りの店舗
や企業が、誰にどのよ
うな価値を提供してい
るか考えてくる。
復習：授業で扱った企
業の事例を振り返り、
その成功要因をノート
にまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

企業の制度化とステーク
ホルダー

企業を取り巻く利害関係
者（ステークホルダー）
の概念を理解する。PASCO
等の事例を用い、各ス
テークホルダーへの価値
提供を分析する。

講義・演習
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

内部・外部ステークホ
ルダーを区別し、企業
との関わりや重要性を
説明できる

予習：自分の好きな店
やアルバイト先のス
テークホルダーをリス
トアップしてみる。
復習：特定の企業を選
び、その企業がどのス
テークホルダーを重視
しているか分析する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

愛知の会社で学ぶ日本の働
き方

日本的経営（終身雇用・年
功序列）の特徴と歴史的変
遷、成果主義への移行を学
ぶ。トヨタやコメダ珈琲な
ど地元企業の事例から現代
の働き方を考える。

講義・ディスカッショ
ン
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

従来の日本的雇用慣行
のメリット・デメリッ
トと、近年の働き方の
変化について理解して
いる。

予習：家族や身近な社
会人に、会社の制度や
働き方についてインタ
ビューしてみる。
復習：自分にとって理
想的な働き方とは何
か、授業の内容を踏ま
えて記述する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

会社の統治（コーポレー
ト・ガバナンス）

経営者の暴走を防ぐガバ
ナンスの仕組みと重要性
を学ぶ。企業不祥事や架
空のコスメブランドの事
例を通じ、健全な企業運
営について考察する。

講義・ケーススタディ
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

コーポレート・ガバナ
ンスが必要な理由と、
それが企業価値や信頼
にどう影響するかを説
明できる。

予習：ニュース等で企業
の不祥事やガバナンスに
関する話題を探し、原因
を考えてくる。
復習：不祥事を防ぐため
に、企業はどのような仕
組みを持つべきか自分の
考えをまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

経営戦略

全社戦略と事業戦略の違
い、経営資源（ヒト・モ
ノ・カネ・情報）について
学ぶ。ドン・キホーテの事
例を用い、PPM分析（プロ
ダクト・ポートフォリオ・
マネジメント）を演習す
る。

講義・演習
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

経営戦略の基本概念を
理解し、PPMなどのフ
レームワークを用いて
事業分析ができる。

予習：興味のある企業
がどのような戦略（安
さ、品質、独自性な
ど）をとっているか調
べてくる。
復習：PPM分析の図表を
見直し、各事業の位置
づけと推奨される戦略
を再確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

競争戦略

SWOT分析（強み・弱み・
機会・脅威）の手法と競
争優位の源泉を学ぶ。オ
ンワード樫山の事例を通
じ、差別化戦略や他社と
のコラボレーションの有
効性を理解する。

講義・演習
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

SWOT分析を用いて企業
の環境分析を行い、基
本的な競争戦略（差別
化など）を説明でき
る。

予習：特定の商品やブ
ランドを選び、その
「強み」と「弱み」を
書き出してみる。
復習：SWOT分析の結果
に基づき、その企業が
今後とるべき戦略を一
つ提案する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

科学的管理法

テイラーの科学的管理法
（課業管理、標準化）の
原理と、現代（マクドナ
ルド、Amazon等）への応
用を学ぶ。フォードとト
ヨタの生産方式の違いを
比較する。

講義・比較分析
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

業務の効率化・標準化
の意義を理解し、現代
企業における科学的管
理法の活用例を説明で
きる。

予習：アルバイト先や
日常生活の中で「マ
ニュアル化」や「効率
化」されている作業を
探してみる。
復習：効率化を追求す
ることのメリットとデ
メリットについて考察
し、レポートする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

動機づけ理論（モチベー
ション）

マズローの欲求階層説や
ハーズバーグの二要因理論
などの動機づけ理論を学
ぶ。スーパーマーケットの
事例から、従業員のやる気
を引き出す実践的手法を考
察する。

講義・演習
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

業務の効率化・標準化
の意義を理解し、現代
企業における科学的管
理法の活用例を説明で
きる。

予習：自分が「やる気
が出る時」と「出ない
時」の違いを振り返
り、その要因を考えて
くる。
復習：授業で学んだ理
論を用いて、アルバイ
ト先等のモチベーショ
ン改善策を考える。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

組織と意思決定

バーナードの組織成立の3
要素（共通目的・協働意
欲・コミュニケーショ
ン）と意思決定の種類を
学ぶ。トヨタ自動車の組
織改革（2024年）の事例
を分析する。

講義・ケーススタディ
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

組織が成立するための
要件を定義し、企業活
動における意思決定の
重要性を説明できる。

予習：自分の所属する
組織（クラス、サーク
ル等）を3要素の視点で
分析してみる。
復習：組織の課題解決
において、トップダウ
ンとボトムアップのど
ちらが有効か考察す
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

リーダーシップ

マネジメントとリーダー
シップの違い、およびSL
理論などの主要理論を学
ぶ。マクドナルドのアル
バイトリーダーの実例か
ら、身近なリーダーシッ
プを考える。

講義・ケーススタディ
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

リーダーシップとマネ
ジメントの機能的な違
いを説明でき、状況に
応じたリーダー行動の
重要性を理解する。

予習：自分の身の回り
にいる「リーダー」だ
と思う人を挙げ、その
理由を考えてくる。
復習：自分がリーダー
になった場面を想定
し、どのような行動を
とるべきかシミュレー
ションする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

企業の社会的責任
（CSR）

CSR、ESG、SDGsの概念
と相互関係を学ぶ。ト
ヨタ自動車の事例を通
じ、本業を通じた社会
課題解決（CSV）の重要
性を理解する。

講義・ケーススタディ
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

企業の社会的責任（法
令順守、環境配慮な
ど）の意義を理解し、
ESG経営について説明
できる。

興予習：興味のある企
業の「サステナビリ
ティ」や「SDGs」の
ページを見ておく。
復習：CSR活動が企業
の利益にどうつながる
のか、そのメカニズム
を整理する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

決算書を読んでみよう

ビジネスにおける「利
益」の仕組みと、財務
諸表（P/L、B/S）の基
本構造を学ぶ。売上、
費用、利益の関係式を
理解する。

講義・演習
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

貸借対照表（B/S）と
損益計算書（P/L）の
基本的な役割を理解
し、売上から利益が算
出される流れを説明で
きる。

予習：身近な商品の
「原価」と「売値」に
ついて想像し、利益が
どれくらいか考えてみ
る。
復習：モデル企業の数
値を用いて、売上総利
益や営業利益を計算す
る練習を行う。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

会社経営疑似体験ゲーム
（実践編）

ネットショップ経営シミュ
レーションを行う。元手資
金で商品を仕入れ、市場
（オークション）で販売す
るプロセスを通じ、商売の
基本サイクルを体験する。

講義・グループワーク
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

自社の活動結果を数値
（決算書）にまとめ、
なぜ利益が出たのか
（出なかったのか）を
論理的に分析できる。

予習：配布されたゲー
ムのルールブックを読
み、基本ルールと勝利
条件を理解しておく。
復習：ゲーム内での自
分の意思決定（仕入れ
数や価格設定）の理由
を記録しておく。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

会社経営疑似体験ゲーム
（決算・分析編）

ゲーム結果を基に決算書
を作成し、自社の経営成
績（黒字・赤字）を確定
させる。ROEやROAの指標
を用いて経営効率を分
析・振り返る。

講義・グループワーク
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

自社の活動結果を数値
（決算書）にまとめ、
なぜ利益が出たのか
（出なかったのか）を
論理的に分析できる。

予習：ゲームの結果
（売上、在庫、資金残
高）を整理し、計算の
準備をしておく。
復習：もしもう一度
ゲームを行うならどう
するか、改善策を具体
的にまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

企業ケーススタディ（ダ
イエーの栄光と挫折）

戦後最大の小売業ダイ
エーの歴史を紐解き、急
成長の要因とバブル崩壊
後の失敗要因（過剰投
資、環境変化への遅れ）
を分析する。

講義・ケーススタディ
課題をGoogle
classroom経由で提出
フィードバックは授業
内の、復習課題の解説
で行う

企業の持続的成長にお
ける「環境適応」と
「財務規律」の重要性
を、ダイエーの事例を
通じて説明できる。

予習：これまでの講義
内容（戦略、組織、財
務）を総復習し、分析
の視点を持っておく。
復習：半期の学びを総
括し、企業が長く存続
するために最も重要な
ことは何か、自分の考
えを述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


